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APPLICATION OF ALUMINUM COATING TO REDUCE
COMPOSITIONAL AND STRUCTURAL CHANGE -
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	第5章では、Al被覆によりイオン照射耐性が向上したポリマーのイオンビーム解析への応用について言及した。一つは液体試料等を粒子線励起X線分光法（PIXE）によって分析する際のバッキング材料への応用である。このバッキング材料には、イオン照射による損傷が少なく、かつ重元素不純物が少ないポリマーが求められており、Al被覆PENはその要件を満たす材料と成り得る。また、イオンビームを大気に取り出して分析する際の取り出し窓としても、Al被覆PENが有用であることを説明している。さらに、放射線検出器への応用も...



